広島国際大学医療福祉学部　第10回市民福祉公開講座・同大学院医療福祉学専攻セミナー

「介護福祉の国際化を考えるシンポジウム
～経済連携協定によるフィリピン人介護福祉士候補者の
施設受入れから１年を振り返る～」

日時：2010年11月27日（土） 13:00～17:00

場所：広島県社会福祉会館講堂（広島市南区比治山本町12-2）

http://www.hiroshima-fukushi.net/

企画：介護福祉の国際化研究会・ひろしま（MCW-Hiroshima）

主催：広島国際大学医療福祉学部
参加費：無料

＜シンポジウムの趣旨＞

2008年から始まったインドネシアおよびフィリピンとの経済連携協定による介護福祉士候補者の受入れにより、介護福祉の現場が急激に国際化しています。受入れの現場では日本人職員と外国人職員との学びの相乗効果が見られる半面、外国人職員を抱える施設では外国人職員の日本語と介護福祉士国家試験対策の教育に加え、彼らの定着・生活支援といった課題にも直面しています。

私ども「介護福祉の国際化研究会・ひろしま」では、2009年に来日したフィリピン人介護福祉士候補者のうち広島で日本語研修を受けた49人のみなさんと、日本語研修中に広島国際大学学生との交流会を企画したり、日本人とのつきあいかたのワークショップのお手伝いをするといった関わりを続け、今年8月には中国地方の施設に派遣されたみなさんを訪問し、施設派遣後の定着や学習の課題について聞き取り調査を行いました。

この11月で、彼らが介護の現場に出てちょうど1年になります。このシンポジウムでは、広島で日本語研修を受けたフィリピン人介護福祉士候補者の受入れ施設の教育担当者の方々にお集まりいただき、それぞれの施設での受入れ体制、日本語・介護福祉教育、生活支援についてお話をうかがい、介護福祉の現場へ外国人を迎え入れることの課題について学びたいと思います。

このようなシンポジウムは広島および中国地方では初めての企画です。介護福祉の国際化の現状を市民のみなさんに広く知っていただくとともに、外国人職員受入れ施設の担当者間における連携の機会とすることができれば幸いです。ぜひ、ご参加ください。

＜プログラム＞（敬称略）
全体司会：八木裕子
開会挨拶　広島国際大学医療福祉学部長 岡崎仁史

13:00～14:30　シンポジウム１　日本語と介護福祉　コーディネーター：渡辺晴子

（各自20分報告＋質疑応答10分）
社会福祉法人健祥会徳島健祥会福祉専門学校　主管
高濱一宇
社会医療法人社団沼南会　副総師長・教育担当主任
曽根清美
介護支援専門員
縄稚絵里香
社会福祉法人暁会特別養護老人ホームフェニックス　井本拓海

14:30～15:00　コーヒーブレイク・交流会

15:00～16:30　シンポジウム２　受入れ体制と生活支援　コーディネーター：高畑幸

（各自20分報告＋質疑応答10分）
医療法人茜会昭和病院医療安全管理室・リスクマネージャー　伊吹圭貴

社会福祉法人暁会特別養護老人ホームフェニックス　伊吹宇智
社会福祉法人みぶ福祉会特別養護老人ホーム正寿園　看護師
唯保咲子
医療法人明和会老人保健施設あけぼの　介護統括主任　三宅宏司

16:30～17:00　全体討論　コーディネーター：矢原隆行
17:30～20:00　懇親会（希望者のみ）

＜問い合わせ・参加申し込み＞

介護福祉の国際化研究会・ひろしま

事務局　〒739-2695広島県東広島市黒瀬学園台555-36

広島国際大学医療福祉学部　渡辺晴子（h-wata@hw.hirokoku-u.ac.jp）

シンポ実行委員長　広島国際大学医療福祉学部　矢原隆行（t-yahara@hw.hirokoku.ac.jp）

シンポ企画委員　　広島国際学院大学現代社会学部　高畑幸（s.takahata@hkg.ac.jp）

＊会場の定員は150名です。準備の都合上、参加希望の方は「お名前・ご所属」を明記の上、「介護福祉の国際化シンポ参加希望」と書いて、「広島国際大学医療福祉学部・渡辺晴子研究室」あてにファックスで0823-70-4612へ送信してください。

＊ご質問は上記の３人のいずれかにメールでお送りください。
